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1． 序  

 現在利用されている EA 設計用気象データ(以降 2000 年

版と呼ぶ)は、1981~2000 年の EA 実在年気象データをもと

に作成されている。2001~2010 年の EA 実在年データが公

開されたことから、設計用気象データの更新(新データを

2010 年版と呼ぶ)のための検討を行った。 

3．2010 年版 EA 設計用気象データの作成法  

表1に、設計気象データ作成法を示す。時刻変動の平滑

化のために 24 日分の過酷気象の選定を行う。1981~2010

年の 30 年を統計対象期間とすることで、冷房設計用によ

り厳しい気象データを作成できるようにした。2010 年版

データの危険率(第 1 指標の危険率)として、冷房設計用 h-

t、Jc-t 基準は作成可能な最小危険率、Js-t 基準は 0.5%、暖

房設計用 t-x、t-Jh 基準は 1%を、候補として挙げた。 

2000 年版に対するその他の変更として、日射量の直散
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分離を、渡辺の式と Bourguer の式による方法から国際的

に広く利用されるようになった Perez の方法に変え、それ

に付随して日射量の平滑化処理法も変更した。 

3．東京における設計用気象データの危険率の検討  

図 1、2 に、数種の危険率の 2010 年版設計用気象データ

を、図 3 に、危険率と最大熱負荷との関係を 2010 年版と

2000 年版について示した。Js-t 基準以外は、危険率が厳し

くなるとともに最大熱負荷も大きくなり、h-t、Jc-t 基準は

2010 年版の最小危険率のデータを使用すると、明らかに

安全側負荷が得られた。Js-t 基準は危険率が小さすぎると

南面日射量は強いものの外気温が低過ぎて適当とは言え

ない。暖房設計用 t-x、t-Jh 基準は、危険率が同じであれ

ば 2000 年版と同程度か少し小さい負荷が得られる。 

5．結  

今後さらに、作成法を決定するための検討を続ける。 

表 1 2010 年版設計用気象データの作成法 

(Ⅰ) 冷房設計⽤気象データの作成法 
●統計期間と気象データの種類 
・統計期間：1981-2010 年の 6-9 月(北緯 29°以南の南方地方は 6-10 月) 
・気象タイプと危険率 
（h-t 基準）第 1 指標：日平均エンタルピ、第 2 指標：日平均気温 
 第 1 指標の危険率：最小、選定月：7、8 月、設計太陽位置：8/1 
（Jc-t 基準）第 1 指標：日積算円柱面日射量、第 2 指標：日平均気温 
 第 1 指標の危険率：最小、選定月：7、8 月、設計太陽位置：8/1 
（Js-t 基準）第 1 指標：日積算円柱南面日射量、第 2 指標：日平均気温 
 第 1 指標の危険率：0.5%(55 位)、選定月：9 月(南方地方は 10 月)、 

設計太陽位置：9/15(南方地方は 10/15） 
 

 *1 日の区切りは 24 時。危険率の最小とは、指定された月から作成可

能な最小危険率。危険率は年基準。836 地点のうち 5 地点は 1981-
2007 年のデータしかないが、30 年分に対する危険率から作成。 

●過酷気象の選定法 
①第 1 指標による選定 
  30 年分の 6-9 月(南方地方は 6-10 月)の第 1 指標ランキングから、

第 1 指標の危険率が、目標とする危険率に近い 73 日を、指定された

月から選定する。最小危険率のデータを作成する場合は、上位 73 日

を指定された月から選定し、その 37 番目に厳しい第 1 指標の危険率

を目標危険率とする。 
②第 2 指標による選定 
  第 1 指標により選定された日のなかから、第 2 指標の厳しい 24 日

を選定する。ただし、選定される 24 日の第 1 指標平均値が目標危険

率に近くなるよう調整して選定する。 

●過酷気象の平滑化処理 
（気温、絶対湿度、水平面夜間放射量） 

選定された 24 日分の気象を時別に平均する。 
（日射量） 
・太陽位置の変換：選ばれた日の各時刻の晴天指数(水平面全日射量/水

平面大気圏外日射量)を与えて設計日の水平面日射量に変換する。直

散分離とその平均化：①過酷気象 24 日分について、設計日に変換し

た水平面全日射量を Perez の方法で直散分離する(露点温度は日平均値

を使用)。②24 日分の水平面全日射量および法線面直達日射量を時別

に平均化処理する。具体的には、時別に対象とする日射量の中央値に

近い 12 日分の値を抽出して平均する。③平均化処理した水平面全日

射量と法線面直達日射量から水平面天空日射量を求める。ただし、

Jc-t 基準、Js-t 基準については、第 1 指標である円柱面あるいは円柱

南面日射量の日積算値が危険率目標値のときの値に等しくなるよう補

正する。 
（1 日の区切り時刻付近の平滑化） 

前後 1 時間を含む 3 つのデータを使う移動平均を基本とするが、

気象要素の日平均値は不変であるように補正する。まず、24、1 時の

データを修正する。22～3 時にかけて増減の変化があるときは、さら

に 23～2 時のデータを修正する。 

(Ⅱ) 暖房設計⽤気象データの作成法 
●統計期間と気象データの種類 
・統計期間：1981-2010 年の 12-3 月 
・気象タイプと危険率 
（t-x 基準）第 1 指標：日平均気温、第 2 指標：日平均絶対湿度 
 第 1 指標の危険率：1%、選定月：1、2 月、設計太陽位置：1/30 
（t-Jh 基準）第 1 指標：日平均気温、第 2 指標：日積算水平面日射量 
 第 1 指標の危険率：1%、選定月：1、2 月、設計太陽位置：1/30 

●過酷気象の選定法 
①第 1 指標による選定 
 30 年分の 12-3 月の第 1 指標ランキングから、第 1 指標の危険率が、
目標とする危険率に近い 145 日を、指定された月から選定する。 
②第 2 指標による選定 
 冷房設計用と同じ 

●過酷気象の平滑化処理 

日射量の平均化処理は、冷房設計用 h-t 基準データの作成法と同じ。 
その他は、冷房設計用気象データの作成法と同じ。 
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(a) h-t 基準(8/1)   (b) Jc-t 基準(8/1) 

図 1 危険率と冷房設計用気象データ(東京) 

(a) t-x 基準(1/30)  (b) t-Js 基準(1/30) 

図 2 危険率と暖房設計用気象データ(東京)

 (c) Js-t 基準(9/15) 

【文献】1) 郡、石野：冷房設計用 h-t 基準、Jc-t 基準、Js-t 基準気象

データの提案、日本建築学会環境系論文集、No.599、pp.89-94、
2006.1 2) 郡、石野：暖房設計用 t-x基準、t-Jh基準気象データの提

案、日本建築学会環境系論文集、No.596、pp.83-88、2005.10

(a) h-t 基準  (b) Jc-t 基準 (c) Js-t 基準 

(d) t-x 基準  (e) t-Jh 基準 

図 3 設計用気象データの危険率と最大熱負荷 

2010年版設計気象
      
2000年版設計気象
    

【注記】 
空調装置は、h-t 基

準は南室インテリ

ア、Jc-t 基準は西、

Js-t 基準は南、t-x 基

準は北室インテリ

ア、t-Jh 基準は南ゾ

ーン用とし、h-t 基

準、 t-x 基準の場合

は外気導入も行う。

【図 3 注記】 
負荷計算の基準条件

は、以下の通り。 
1)室：インテリア、ペ

リメータ 2 ゾーン(奥行

各 5m)を有するオフィ

ス断面を想定。窓面積

率 45%、透明単板ガラ

ス一般窓。 
2)内部発熱：照明 10W 

/㎡、機器 15W/㎡、在

室者：0.15 人/㎡ 
3)空調：冷房 26℃60% 
暖房 22℃50%、運転

8:30-18:00( 予冷熱 30
分)、外気導入量 3.75 
CMH/㎡ 
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